
- VRを活用したデジタル環境教育のご案内 -

九電みらい財団は、大分県由布市にある九州電力㈱の社有林「くじゅう九電の森」や⾧崎県
諫早市にある「いさはや九電みらいの森」、鹿児島県霧島市にある「きりしま九電みらいの森」
で地球温暖化や森の役割を中心に、ＳＤＧｓの視点も踏まえた環境教育を行っています。

本プログラムは、ＶＲ（ヴァーチャルリアリティ）機器やＣＧ動画等のデジタル技術を活用
して、学校にいながら森林管理の一つである「間伐」を疑似体験する出前授業を実施します。

【募集概要】
参加対象: 小学生（４年生以上推奨）
時 間: ４５分×２コマ
定 員: ３５名程度／回 ※学級数によっては複数日に分けることがあります
実施時期: 通年 ※申し込み状況次第でご希望に沿えない場合があります
費 用: 無料

【注意事項】
・本プログラムの実施には電子黒板やプロジェクター等動画を投影できる環境が必要です
・VR機器の使用に関して、事前に保護者の方々への周知についてご協力をお願いします

【申込方法】
申込書に必要事項を記入の上、実施希望日の１～２か月前まで(目安)に
FAXまたはメールにてお申し込みください
※ 先着順のためお申し込みはお早めにお願いいたします

【申込・お問い合わせ先】
九電グループ出前授業 受付窓口（九電産業株式会社）

TEL:092-761-1748 FAX 092-713-5316
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:qdendemae@kyudensangyo.co.jp
受付時間:平日9:00～17:00

VR機器による間伐体験を通じて
１時間目の学習内容の理解を
深めながら森林管理の重要性や
地球温暖化対策について学びます

講師による説明と動画で
「地球温暖化」の仕組みや影響、
「森の役割」について学びます
※ 授業内容は小学４年生の理科や

小学５年生の社会の学習指導要領を踏まえて
作成しています
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VRでノコギリを使って木を伐採


